
大阪府出来島支援学校
建築場所 大阪府大阪市西淀川区出来島

建物概要 構造/階数：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 / 地上4階

延べ面積：15,748.26 ㎡ 建築面積：5760.76 ㎡

工事概要 改修工事（一部、既存建物の除却・増築工事を含む）

竣工年月 令和6年2月

事業者 大阪府

設計者 建築・構造：株式会社綜企画設計

設備：株式会社新日本設備計画

施工者 建築工事：富国建設・旭工建特定建設工事共同企業体

機械設備工事：主計管工株式会社

電気設備工事：大浪電設株式会社

設計主旨

近年、支援学校、支援学級などに在籍する児童生徒数は増加しております。大阪府では児童生徒の学びの環
境を早急に整える必要性から、閉校ないし閉校する予定の府立高校を活用し、知的障がい支援学校へ整備する
検討を進めてきました。本工事では「もと大阪府立西淀川高等学校」を改修し、小学部・中学部・高等部を備
えた新しい知的障がい支援学校として整備を行いました。改修工事にあたって、大阪府木材利用基本方針に基
づき、可能な範囲で内装仕上げ材等に木材を用いています。

（参考）

https://www.pref.osaka.lg.jp/o120040/midori/midori/g-10riyousuisin.html ※「大阪府木材利用基本方針」ページリンク

https://www.pref.osaka.lg.jp/o120040/midori/midori/g-10riyousuisin.html


校舎棟1階応接室 大阪府木材利用基本方針に基づき、内装材や家具等に木材を使用しています。



校舎棟1階来賓下足室 大阪府木材利用基本方針に基づき、内装材や家具等に木材を使用しています。



校舎棟1階生徒下足室 大阪府木材利用基本方針に基づき、内装材や家具等に木材を使用しています。



生徒下足箱 大阪府木材利用基本方針に基づき、内装材や家具等に木材を使用しています。



3階図書室 大阪府木材利用基本方針に基づき、内装材や家具等に木材を使用しています。



木質ルーバー 大阪府木材利用基本方針に基づき、内装材や家具等に木材を使用しています。



案内板・室名札等 大阪府木材利用基本方針に基づき、内装材や家具等に木材を使用しています。



校舎棟のエリアごとに床部分を色分けし、自分が位置している場所が分かりやすくなるようにしています。廊下・階段



スクールバスが停車可能なバス乗降所として、プラットホーム、上屋を新たに設置しています。バス乗降所プラットホーム



＜工事概要＞

支援学校として全面的なリニューアルを行うと共に、長寿命化対策に係る改修を実施。

＜環境配慮計画（木材利用）＞

環境負荷の少ない木材利用を行うため、温かみを演出する校長室・応接室等の内装仕上げについて
木質化を行いました。

＜改修工事に伴う木材使用箇所及び使用量＞

・校舎棟フローリング

・校舎棟床合板下地

・校舎棟カーテンボックス

・校舎棟壁化粧合板

・校舎棟木製ルーバー

・体育館棟フローリング

・体育館棟カーテンボックス

・家具等

・天然木突板化粧板

計 約78㎥（全て国産材を使用）出来島支援学校 配置図


